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資料１ 



「要 望」 

 

１．与党として、たとえ長い年月を要するとしても、帰還困難区域の全

ての地域の避難指示を解除し、復興・再生に責任を持って取り組むと

の決意を示すこと。 

 

２．市町村が策定する復興拠点等整備計画を最大限に尊重し、地域の実

態に応じた復興・再生に取り組むこと。 

 

３．住民の放射線不安を解消するため、復興拠点や主要道路、復興ＩＣ

はもとより、これらに接する部分の除染など国が前面に立って確実に

行うこと。 

 

４．国は、区域見直しを行わないことによる風評被害への対策などを適

切に講じること。 

 

５．復興拠点と設定しなかった地区（復興拠点外地区）を含めた帰還困

難区域の中長期的な復興に向けた市町村の構想を国はしっかりと受

け止め、復興を果たしていくという強い意志を示すこと。 

 

６．復興拠点外地区であっても、市町村の伝統・文化のシンボルであり

人が交流する拠点等の整備に地元と共に取り組むこと。 

 

７．帰還困難区域の中に復興拠点を設定することが困難な市町村につい

ては、当該区域に帰還したい住民がいる場合への対応を引き続き検討

すること。 

 

８．居住制限区域、避難指示解除準備区域の復興に向け、帰還する住民

の不安解消の観点から、当該区域の宅地に隣接する部分については、

除染を行うこと。 


